
社会科学系૑立 100 प年にあたり、今後の社会科学系部局のະདྷのൃలに޲け、経済学部長、国際社
会科学研究科長、学長経験者としての思いやظ଴をड़΂させていただく。

૑立 �0 प年
2004 年 12 月にࣥり行われた「૑立 �0 प年ه೦ࣜయ」では、当時経済学部長として以Լのようなँ

ࣙをड़΂た。この年は、ஸ度、国立大学法人としての出ൃともॏなり、今後の社会科学系のൃలの方޲
性として２つの事をڧௐした。ୈ一は、ԣ඿ߴ঎以དྷの伝౷でもあり、ԣ඿国大ݑষのਫ਼ਆでもある「࣮
ફ性」である。2004 年から経Ӧ系ではϏδωススクールと国際経済法学系ではϩースクールを立ち上げ、
経済学部でも޻学部のݐங系と࿈ܞして஍Ҭ࣮ફ教育研究ηンターの立ち上げにಈいたのもこの年にな
る。ここでいう࣮ફとは、୯にཧ論をূݕするというだけでなく、生きた࣮ݱから学び、新たな学問త
՝୊をൃݟすることもؚまれるものとして࣮ફ性のҙٛをڧௐした。
ୈೋは、「国際性」である。当時、社会科学系の大学院におけるӳޠコースは文科লも認める大きな

ಛ৭であった。1��� 年からのੈۜとのڞ同ϓϩグラϜをൽ੾りに、国੫ி、インドωシア੓෎、+*$"
などと提ܞして、్上国から੓ࡦ留学生を受けೖれ、インフラマωδϝント、ે੫ɾ公ڞ੓ࡦなどの分
໺で人ࡐ育成を行った。卒業生はࡏݱでは、おそらく 300 ໊を௒え、それͧれ฼国੓෎౳で׆༂してお
り、ӳޠϓϩグラϜの卒業生の׆༂は、:/6の国際ݙߩの分໺における社会తインパクトの一つであ
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る。࢒೦ながらࡏݱではインフラマωδϝントと +*$"だけとなりॖখしたが、్上国から多様で༏ल
な学生がೖ学して教員がӳޠで教えるという経験は、教育の国際ਫ準をߴめること、そして:/6の国
際認஌度をあげる上で多大にݙߩすると思われる。

学長時代
その後、私は 201� 年に学長にब任し、以Լの̏つのことを学長Ϗδϣンとしてॏࢹした大学ӡӦを

行った。ୈ 1は、21 ੈ紀にೖり、ੈ ք経済は中国やインドなど新ڵ国が୆಄する時代になったことを「グ
ϩーバル新時代」とଊえ、大学の研究や教育もそれにԠえようというものである。ୈ２は、「文ཧ༥合」
のਪ進である。常൫୆Ωϟンパスには、̑学部と̑大学院がଘࡏし、ワンΩϟンパスの大学になってい
る。加えて、全ての学部の上に修࢜、ത࢜のある大学院があり、໊࣮ともに研究大学となっている。ま
た、ଞの大学とൺֱして学内の教職員のԣஅతなަྲྀがൃ׆である࣮੷を౿まえ、人文系、社会系、ཧ
化をਤり、グϩーバルɾΤクηϨンスな大学としてのൃలをڧ系が༥合することで、一૚の研究ྗの޻
目ࢦした。ୈ̏は、「グϩーバルとϩーΧルの઀点」としてのԣ඿、ਆಸ઒に着目した教育と研究のਪ
進である。ԣ඿は、時代の先୺を行く国際都市としてൃలし、ۙ࠷ではイϊϕーシϣンタウンとしてグ
ϩーバルا業がूੵしている。ଞ方、࢈業ۭಎ化、中খا業の経Ӧѱ化など問୊も生じ、ਆಸ઒全ମで
も一次࢈業のਰୀの問୊のଞ、少子ྸߴ化ɾ人ݮޱ少などが社会問୊となっている。大学として研究成
Ռをグϩーバルにൃ৴するだけでなく、ϩーΧルな社会՝୊にもੵۃతに立ち޲かい、՝୊ղ決を஍Ҭ
とڞに一緒に考えようということをਪ進した。

国際ਫ準の研究大学を目ࢦして
幸いなことに、ࡏݱのക原学長も研究大学としてൃలすること、஍Ҭ՝୊にੵۃతに立ち޲かうとい

う方਑をߋにൃలさせ、着࣮に成Ռを出されていることを大変خしく思う。一方で、2024 年 11 月̑日、
アϝリΧではトランϓࢯが大౷ྖとして෮帰することが明らかになり、ϩシアのウクライφ৵攻、イス
ラΤルのΨβ஍۠΁の攻ܸなど、ੈքの経済社会はӹ々予ଌෆ可ೳになることがةዧされている。この
ような時代だからこそ、研究大学としてະ஌な՝୊にੵۃతにԠえる੹務があると感じている。今後と
も、人文系、社会系、ཧ޻系がワンΩϟンパスにあるڧみを׆かし、ࡾ૚のイϊϕーシϣンのਪ進、す
なわち、人文系の஌で人ؒ社会の今後のある΂き࢟を考え、ཧ޻系の஌でそのための科学ٕज़のൃలを
担い、社会系の஌でその社会࣮૷をਤるという̏分໺の஌を༥合することがඞ要である。100 प年を新
たなઅ目として、日本及びੈքのイϊϕーシϣンをݗҾする大学としてະདྷのԣ඿国立大学がًくଘࡏ
となること、その౔୆の一つとして社会科学系部局がӹ々ൃలすることをظ଴するものである。
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私はԣ඿国立大学のࡏ職 2� 年ؒの内に経Ӧ学部長、国際社会科学研究科長及びධ議員として経Ӧ関
࿈部局を中心に勤め、その後 200� 年から 2014 年までの６年ؒをཧ事（教育担当）ɾ෭学長として大学
全ମの成長ɾൃలに౒めてきました。経Ӧ学部の࢓事では:#4の設置、全学では౦๺大਒ࡂ時におけ
る後ࢼظ験の中ࢭ౳が心に࢒る事Ҋでした。ここではࢴ෯の関係から:#4設置に޲けての前ஈ֊とし
て、पล環境ɾ࣮ࢪϓϩηス及びその問୊点などを中心にهしたいと考えています。ه࿥にない事ฑも
多く、正確な時ؒɾݻ༗໊ࢺ౳のهԱに基づくޡṩ、ޡղ及び思いࠐみ౳についてどうかご༰ࣻのほど
をおئいいたします。

１ɽ大学をऔりרく環境変化
1��0 年代後半以߱に国ՈϨϕルのࡒ੓問୊から೿生し、国立大学のଘࡏҙٛが問われ、「国立大学」

から「国立大学法人」΁の法人化が議論されました。これを受けて、2004 年から「国立大学法人ԣ඿
国立大学」と໊শ変ߋがなされ、そのΨバφンスも大きく変化しました。この時ظは大学と社会とのڑ
཭をॖめ、কདྷの経済ൃలの基ૅとなる専門職の育成がඞ要との議論から法཯専門職大学院（いわΏる
ϩースクールɿ-4）、会ܭ専門職大学院（いわΏるアΧウンティングスクールɿ"4）の設置が要੥され、
当ߍにも -4が 2004 年に設置されました。
200� 年に๺ւಓ大学、౦๺大学の国立大学２ߍが"4を設置しました。当ߍには経Ӧ学部会ܭ学科

として、฽هɾࡒ務会ܭɾ؂査ɾ原Ձࢉܭなどの伝౷త会ܭに加えて環境会ܭ、国ຽ会ܭなどの多࠼
な会ܭ科目及び人ࡐが੔備され、ट都ݍにおいて"4設置の༗ྗなओ要国立大学としての外部要੥があ
りました。しかし、問୊は院生のର৅が社会人で講ٛ඼質の要求もڧく、"4担当は学部の講ٛ及びゼ
ミφール担当から外れて"4に専ैするとの৘ใがありました。加えて、夜ؒओ授業も会ܭ学科教員が
一部ෛ担しており、教員の授業ෛ担がॏくなることも考ྀがඞ要でした。結Ռとして、大学内外部か
ら"4設置に関する要੥はありましたが、"4受ೖのݕ౼は 2000 年初め頃には会ܭ学科で中ࢭとしまし
た。

２ɽ:#4 設置に޲けて
当ߍにおける経Ӧ学ɾ会ܭ学などの஝ੵされた஌のリソースをকདྷのϏδωススクールؒのڝ૪の中

で:#4のϒランド化をどのようにਤるかと言う՝୊がありました。このために"4ではなく、経Ӧ学
全ମとしての思考ྗɾ࣮ફྗを༗する社会人の要੥を目ࢦして:#4のཧ೦、目తなどをख़議しました。
これを࣮ફするための開設場所、教授ਞ、ࢪ設などを決定して、2004 年４月に:#4が開講しました。
ಛに問୊となったのは開設場所でした。

:#4 ։ઃとͦͷपลڥ؀

ԣ඿国ཱ大学
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開設場所は本当に೰ましい問୊でした。当時はԣ඿市໾所内の夜ؒະ࢖༻の会議室、市内のି室など
の物݅を求めて0#、ԣ඿市勤務の卒業生などを๚Ͷて回りました。同時ظに、޻学部からࢁ手線田ொ
Ӻۙくの౦޻大ෟଐߍߴの場所を一緒にआりて、社会人教育を行わないかとの提Ҋがありました。この
時点では開設場所は全くനࢴでしたが、:#4ϒランド化に౦ژでの開講はҧ࿨感がڧく、教員のҠಈ
及び࿈བྷにもෆ都合との考えから独அでおஅりしました。当時は心がಈきましたが、今では正ղだった
と思っています。
その後、ԣ඿市໾所の方々やࡾඛ஍所のごྗڠをいただき、..஍۠のランドマークタワー 1� ֊の

１室を設置場所としてआり受けることが出དྷました。設置場所がαテライトΩϟンパスとしてཧ૝తな
場所で決定され、ݞのՙがԼりた感じがしました。その後、ΧリΩϡラϜ（夜ؒओ講ٛとのෛ担ௐ੔を
౿まえ）、αテライトΩϟンパスの設ܭ、ೖࢼબൈ方法がू中తに議論され、2004 年２月にೖࢼが࣮ࢪ
されました。
:#4設置後、ྺ代経Ӧ学部長は夜ؒओの改組として、社会人教育をனؒओで࣮ࢪできるような様々

なϓϩグラϜ及び੍度変ߋなどを޻෉してऔり組んでདྷました。しかしपลの夜ؒओ授業を開講してい
る大学਺がݮ少し、かつຽओౘ੓ަݖସにより༗職者の経Ӧ教育に夜ؒओの改組は受けいられずにདྷま
したが、2017 年に夜ؒओ学生のืूఀࢭが決定しました。経Ӧ学部教員は授業ෛ担がܰݮされ、:#4
教育にΏとりを持ってݙߩすることが可ೳになりました。

̏ɽ今後の:#4 ΁のظ଴
:#4設置ஈ֊ではマωδϝント専修コース６໊、フΝイφンスɾアΧウンティング専攻コース �໊

と 12 ໊の定員૿となりました。:#4卒業生はߋに経Ӧ学ཧ論の学びをਂめるためにത࢜՝程後ظ΁の
ೖ学者૿加にݙߩしています。ɹまた、今後の:#4グϩーバル化のために国際認ূを֫ಘしてཉしい
と思います。
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私は 1�7� 年 4 月にԣ඿国立大学の経済学部にॿ教授として࠾༻され、200� 年̏月にୀ職し์ૹ大学
にҠ籍するまでの 34 年ؒ、ԣ඿国立大学で研究者ɾ教員として過ごしました。
法཯学を専門とする私が経済学部に࠾༻されたのは、経済学部に「経済法学科」の設置が進行中だっ

たからです。経済法学科の設置は、私が国大にೖった時にはすでに先ഐのॾ先生の手でルートに乗って
おり、ཌ 7� 年 4 月には正ࣜに学科がൃ଍しました。
当時、全国のೋߍظで法学部を設置するというಈきがあり、ੈؒからは、できるとすれば、ԣ඿だろ

うと思われていました。しかし、ࡏݱも法学部はできておらず、その代わりに、今日にࢸるまでの過程で、
大学院修࢜՝程「国際経済法学研究科」、ത࢜՝程「国際開ൃ研究科」、「国際社会科学研究科」ができ、
その後国際経済法学研究科の中に「法科大学院」が設置されたことはごଘじのとおりです。࢒೦なこと
に、法科大学院は、今はഇࢭされています。
ԣ඿国大の法学系の研究教育は、学部を持たず、大学院の修࢜՝程とത࢜՝程で行われるという、ଞ

にྫのないものとなっています。私は上هの̏つの大学院設置に直઀かかわり、新ถ教員として経済学
部の経済法学科（修࢜՝程）の立ち上げ直後のӡӦにもࢀ加しました。
私が経済学部に࠾༻される以前の 1�72 年には、経済学部と経Ӧ学部に経済学研究科（修࢜）と経Ӧ

学研究科（修࢜）が設置されていました。�0 年前、1�7� 年は一ߍظ、ೋߍظの۠ผがݫવとしてある
時代でした。1�4� 年に、ઓ前のਆಸ઒師ൣ、ԣ඿ߴ౳঎業、ԣ඿ߴ౳޻業が新੍大学として合ମし、
ԣ඿国立大学がスタートしてから 2� 年。社会科学系のೋߍظのトッϓランφーがԣ඿国大の経済ɾ経
Ӧ྆学部であったこともあり、経済ɾ経Ӧ྆学部からの法学部の独立は、྆学部内でも大学全ମとして
も、࠷༏先の֓ࢉ要求՝୊にはなり೉い、ඍົな組৫՝୊でもありました。
その後、1��0 年、法学部ではなく、「国際経済法学研究科」が設置されました。経済法学科がすぐに

でも法学部になると思ってब職してから 1� 年、学部を持たない修࢜だけの独立研究科として、法཯学
の独立した研究ɾ教育組৫ができました。
ԣ඿ห࢜ޢ会とྗڠして法学部設置の౒ྗをܧ続する中で、なかなか文部লが認めてくれず、経済学

部にଐする公法系と経Ӧ学部にଐする私法系の法཯系教員も、ҙؾが上がらない日々が続いていました。
そんな中で 1��7 年のՆٳみに、๺ւಓ大学のू中講ٛに出かけてࡳຈにいた時に、「文部লが法学部で
はなく、新しい੍度である学部を持たない独立研究科なら認める」ということで、会議をするからすぐ
໭れと࿈བྷがདྷて、ཌ日、ौ谷にあった෋ٰ会ؗにۦけ෇けたことを֮えています。�0 年代の日本は
今の中国のようなঢ়گで、҆定成長も終わりྸߴ化社会΁Ҡ行しようというタイミング。
私は、�0 年代を௨じて、௨࢈ল࢈業組৫੓ࡦ室のओ࠵する、日本΁の࢈業੓ࡦ൷൑や๵қຎࡲ΁の

ରԠに関する研究会にࢀ加していました。当時のそのような時代ঢ়گをഎܠにして、ൺֱత୹ؒظで、
新大学院のコンηϓトを、「国際తな経済ฆ૪の事前回ආという予๷法学తな教育研究を中心に、内外

ԣ඿国大社会科学ͭ̐ܥͷ大学院ઃஔͷ͍ࢥग़

ԣ඿国ཱ大学ɾ์ૹ大学
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の社会人に、日本人には外国の、外国人には日本の法੍を教育する大学院」とすること、໊শを「国際
経済法学研究科（国経法）」とすることで、経済経Ӧ྆学部の法཯系、੓࣏学系の教員がまとまりました。
伝౷తな法学教育が、ฆ૪の事後ղ決手ஈとしての法の機ೳの教育を中心とするのにରし、国際経済

ฆ૪の事前の回ආという新ن性をଧち出したことが、新たな੍度である独立大学院にふさわしいとධՁ
され、ଞ大学のその後の社会人࠶教育੍度ߏஙのϞデルになったと自ෛしています。
その後、国経法の「国際関係法専攻」に、日本の大学では教育研究ମ੍が੔っていなかった0%"に

関する教育ɾ研究を行うために、「国際開ൃコース」が設けられ、それが֩になり 1��4 年に社会科学系
の経済、経Ӧ、法཯が一ମとなったത࢜՝程大学院である「国際開ൃ研究科」が設置されました。とも
にԣ඿ߴ঎を฼ମとしର߅ҙࣝがڧかった経済学部と経Ӧ学部が、国経法の0%"教育をഔհに、3組
৫ڠ同でത࢜՝程大学院の設置に成ޭした。これはԣ඿国立大学の社会科学系のྺ࢙にとって大きな出
དྷ事だったと思います。྆学部に分ଐしていた国経法の教員が、྆学部の࠶༥合に৮ഔとしてごԸฦし
ができました。1��� 年、国際開ൃ研究科は国際社会科学研究科に改組されています。
後の࠷ 4つ目の大学院設置とのかかわりは、2004 年、国経法の経済関係法専攻をഇࢭし、専門職学

Ґ՝程（法科大学院）（いわΏるϩースクール）の「法૤࣮務専攻」を設置したことです。法学部の設
置のためにԣ඿ห࢜ޢ会とަྲྀを続けてきたことが、全国で།一の法学部を持たない法科大学院の設置
に大いに໾立ちました。࣮務Ո教員の࠾༻が法科大学院設置の要݅だったためです。
国経法の設置の後に、私は国際開ൃ研究科長、国際社会科学研究科長、෭学長を経験し、教員として

また大学の؅ཧ職として 3つの大学院設置にਂくかかわることができました。新੍大学のೋߍظとچఇ
大一ߍظとのؒにある、文科লのѻいのҧいをどうࠀ෰し、教育研究組৫の大学院化を࣮ݱするかが一
؏した基本తな՝୊でした。
たくさんの༏लな先ഐや同྅後ഐに教えられ、ࢧえられてಘた教܇は、時代のঢ়گにあった自らのಛ

৭を生かして、マイφスをϓラスに転ずるֵ新తൃ૝がੈの中の࢓組みを変える原ಈྗだということで
す。
200� 年に์ૹ大学に転じ、෭学長や学長としていくつかの改ֵにऔり組Ήことができたのも、ԣ඿

国大での経験によるところが非常に大きいと思っています。ԣ඿国立大学の今後のӹ々のごൃలをف೦
しております。

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史12 2

ԣ඿ࠃେࣾձՊֶͭ̐ܥのେֶӃઃஔの͍ࢥग़　　ိੜ　৽

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 119



ৼりฦると、私の大学生׆は人と機会に恵まれた４年ؒでした。
യવと経済学に関心を持ちೖ学した私が、学問としてのੈքの޿さを஌り、஌ࣝにとどまらず思考ྗ

をशಘできたことは、ࡏݱのΩϟリアにも׆きるかけがえのない経験でした。
大学生׆の中でもಛに印৅に࢒っているのは、ゼミ׆ಈです。αークルの先ഐの঺հでᬒゼミ（ᬒӳ

࣏先生）にೖりましたが、先生の౉ӳにより੢઒ゼミ（੢઒ً先生）にҾきܧいでいただき、限られた
学生生׆の中で２つのゼミにೖるというك༗な経験ができました。
ᬒゼミでは、ଞ大学との合同ゼミでのディϕートで、ソχーとアッϓルのϏδωスϞデルൺֱを行っ

たことが忘れられません。アッϓルの J5VOFT がԻָϏδωスの市場を大きく転׵する中、私たちᬒゼ
ミϝンバーはソχーの༏Ґ性をओுするため、文ݙやアンέートをूめ、さらに私はソχーྺ࢙ؗを๚
れ、ݱ஍ݱ物ओٛでൃදを行いました。ѹ౗తෆ利なঢ়گでもϩδックをߏஙし、ओுするྗを身に着
けることができたと今でも思いฦします。
੢઒ゼミでは後ഐにも恵まれました。ຖिのゼミでのディスΧッシϣンが、心ཧత҆全性のある環境

づくりや多様な考えを受けೖれ組৫全ମとしてのアウトϓットをߴめるトϨーχングとなりました。
ともに、経済学という࣠のなかで、ཧ論だけでなく人ؒྗをຏくوॏな経験の日々であり、今の社会

人生׆のૅとなっています。
こうした機会をಘられたのは、໘౗ݟの良い先生方と、ݸ性తな先ഐ、ともに刺激しあった同ؾ、ظ

兼Ͷなくコミϡχέーシϣンをとってくれた後ഐに恵まれたからこそです。ಛに、ゼミ同ظのኍ田さん
やੴُさんとは、社会人になった今なおަ༑をもたせてもらっています。
こうした機会をいただいたԣ඿国立大学経済学部が 100 प年という大きなઅ目をܴえたことは、一

人の0#としても大変خしいです。私が勤務する日系ا業も経済学部と同様に長いྺ࢙を持ちますが、
100 प年のタイミングで経Ӧ者が社員にଃった言༿に「ෆқ」と「ྲྀ行」がありました。この言༿は、
。௨する大੾な考え方だと感じていますڞ業だけでなく大学においてもا
「ෆқ」とは、変えてはいけないもの、つまりその本質やՁ஋を守り続けることです。私が勤めるا
業では、૑業以དྷの経Ӧཧ೦が言༿を変えながらも຺々と受けܧがれ、変化の激しい今の時代こそا業
としてのパーパスとコアバリϡーの࣮ફによるا業Χルνϟーを大੾にし、成長しています。日本では
ैདྷのߴ඼質ɾ大ྔ生࢈の੡଄業ओମの経済ߏ଄がҠり変わり、多様な人ࡐが׆༂しイϊϕーシϣンを
生み出せるよう転׵するا業が૿えていますが、ଐ性やՁ஋؍が多様な社員のϕクトルを 1つにするた
めにもパーパスɾコアバリϡーのॏ要性はߴまっており、これがまさに「ෆқ」といえます。
経済学部においては、ԣ඿国立大学ݑষのܝげる࣮ફ性ɾ先進性ɾ開์性ɾ国際性ɾ多様性のԼ、̏

つのϙリシーを定めていますが、これらは国際๵қߓɾԣ඿でのྺ࢙とԣ඿ߴ঎以དྷの伝౷をഎܠに຺々
とஙき上げてきたものを言ޠ化したものであり、そのϙリシーを守り続け、学部に関わるす΂ての人が

࣍ͷ ��� ೥に͚ͨ޲、ʮෆқʯとʮྲྀߦʯ
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ମݱすることが、大学のアイデンティティを確立するのにෆ可ܽと考えます。今後も、この「ෆқ」を
大੾にし、先生や学生、0#ɾ0(、஍Ҭなどがߋなる࿈ଳ感を育みながら、確ݻたる学問の場を提供し
てほしいとئいます。
一方で、「ྲྀ行」とは、時代の変化にԠじて変えていく΂きもののことです。私が卒業してからे༨

年が経ちますが、卒業当時では૝૾できない社会に変化しており、テクϊϩδーの進化はさらにスピー
ドを૿しています。このような社会の中で、社会より஗い変化のا業はऔり࢒され、બばれないଘࡏに
なってしまいます。
同様に、教育のݱ場もదԠし変わり続けなければなりません。加えて、社会における経済׆ಈを学ぶ

本学部であれば、その変化のスピードは社会と同じかそれ以上の଎さが求められるはずです。これまで
の教育スタイルだけにとらわれず、新しい஌ࣝの֫ಘや࣮ફྗをཆうためのॊೈなアϓϩーνをಋೖし、
学生たちがさま͟まなνϟンスをڗ受できる環境を੔えてほしいとڧく思います。
これまでの 100 年ؒ、多くの༏れた人ࡐがこの大学で育ち社会で׆༂していますが、それは教授ਞの

ૉ੖らしいࢦಋや、学生同࢜での出会いと੾᛭ୖຏする機会があったからでしょう。私自身、4年ؒの
学生生׆では書ききれないほどの思い出があり、今の私を形作るૅになっています。これからも、私の
ように恵まれた学生が 1人でも多く育つ場であってほしいです。そのためには、先生方が持つ๛෋な経
験や஌ݟをさらに޿め、ݱ໾の学生に限らず卒業生たちと࿈ܞをਂめながら、多様な学びの機会を૑出
していくことがෆ可ܽです。
*"、まっています。ಛにߴにないほどڈ社会人の学び（リスΩリング）のॏ要性は過、ࡏݱ など࠷

新テクϊϩδーとともに、問୊ղ決ྗのような思考ྗをମ系తに学び࣮ફྗを޲上することが求められ
ております。こうしたྗを身に着けるには、ا業の中での࣮ફだけでは限քがあり、多様な人ࡐとのަ
ྲྀやアΧデミックな஌ࣝのशಘにより、ମ系立てて学ぶことがඞ要であり、大学はその໾ׂを担えるو
ॏな場であると考えます。
ैདྷの࢈学࿈ܞは学生のब職、ا業からݟれば人֫ࡐಘを目తとした一方௨行の形にとどまっていま

した。しかしこれからは、Ϗδωス経験を持つ社会人が࣮ફྗをߴめるために改めて大学で学び、૒方
業と大学が一ମとなってऔり組Ήことで、より࣮ફతでՁا。することを๬んでいますݱが࣮ܞの࿈޲
஋のある教育やߴいϨϕルの研究を࣮ݱできると考えています。
฼ߍがこれからの 100 年をܴえるにあたり、「ෆқ」と「ྲྀ行」を大੾にし、次なる 100 年に޲けて

のऔり組みがさらに進Ήことで、学生ܞ学࿈࢈、଴しています。そしてظげていくことを޿༂の場を׆
たちがよりॆ࣮した学びをಘられる環境が੔備され、新たな時代を੾り୓く人ࡐが育つことをئってい
ます。
改めて、฼ߍの 100 प年をॕ෱するとともに、今後のさらなるൃలを心からف೦いたします。第
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ԣ඿国立大学 100 प年ه೦ࢽのൃץ、੣におめでとうご͟います。おॕいの言༿をおಧけできること
。しい限りですخ
改めまして、ηϤンとਃします。社会の֤所でご׆༂されている先ഐɾ後ഐの方々からのߘدと、ま

だまだະख़な私の文ষがฒ΂られると考えると、Կを書くか೰みがઈえませんでした。今日は、ૉ直に
「ԣ国で良かった」と思った出དྷ事について、書こうと思います。
私は、ؖ国で生まれ育ち、ԣ国΁の学部生ೖ学を機に日本にདྷました。਌ݩを཭れ、国を཭れ、ԣ国

で学問に勤しみながら、日本という新しい社会で৭々なことを学ばせていただきました。生まれ育った
場所では当વと思ったものが当વではない、ҧう社会をݟました。卒業後も、ઓུコンαル、("'"、
々の組৫ݸ、てきています。一؏して思うのはݟぐ転職をॏͶ、多様な組৫をލӡ༻業など業քを࢈ࢿ
には、明文化されない行ಈ様ࣜ、文化があるということです。大きくは社会、組৫、খさくはお༑ୡの
グルーϓまでにおいても、ݸ々の人は大事な໾ׂをՌたしますが、それよりもੵみॏͶた時ؒが作り上
げた࢓組み、なんとなくやり続けていること、なんとなく࢖い続けている言༿などが、ີかに物事をಈ
かしていると思います。私が「ԣ国で良かった」と感じたのは、このような言༿ではදݱしきれない、
文化というところにあります。
。໾所での出དྷ事です۠、ۙ࠷
「それでは、こちらで転ೖのお手続きをしますので、後ろのお੮にお࠲りになってお଴ちください。」
その職員の言༿で૭ޱから཭れϕンνに࠲りながら、ふっとٙ問がුかびました。
今まで໾所でޠܟでରԠされたことがあったかと。大したことではないかもしれませんが、今までの

໾所での経験は、身分ূを出したॠؒに全員タϝޠに変わってました。଴っているؒ、ずっと考えまし
た。そういえば、ӡ転໔ަڐ෇の際は、ଞの人とצҧいされた職員に、いきなり「あっちで଴ってろつっ
てるじΌん」とౖ໐られ、事৘が分かった後もಛにँられることはなかった。そこからずっと考えると、
社会人になってから、ҧうѻいをされると感じたことは৭々ありました。過ڈの勤め先では、؅ཧ職の
人が「どうせ国に帰る外国人をঢ進させるඞ要はない、ঢ進࿮のແବ」と೤หをしていたり。
卒業からの໿ 10 年ؒの出དྷ事を思いฦしているؒ、またݺばれました。私は、職員さんにこう言い

ました。
「あの、、どうでもいい話かもしれないんですけど、、今日、ී௨に઀していただいてありがとうって、
お伝えしたくて、、」職員さんは、ࠔ࿭したإをුか΂ました。
୶々とおྱを伝えて帰るつもりだったのが、਒えてくる੠を感じました。職業ฑからしても、私は༤

หな方だと思っていたので、自分でもびっくりしました。なぜか、੿い言༿を޴からߜり出すかのよう
に、「私、日本に 14 年ぐらいॅんでるです。初めてなんです、໾所で࠷初から࠷後までޠܟでରԠされ
たのは。。ී௨のରԠをしてくれてありがとうご͟います。」ࢹ໺が΅やけてくることを感じました。私

ʮԣ国Ͱྑ͔ͬͨʯとͨͬࢥग़དྷࣄ
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は、ٸいでॠきをしながら、職員さんをݟつめおྱを言いました。
વとして生きているつもりでした。社会人になってからは、「外の人」としてѻわれると感じ続けؽ

ていても、ྲྀしてこれていたと思ってました。しかし、自分でもڻくぐらい、大学卒業後から઀してい
るूஂから受けऔったԿものかは、私の中にཷまっていたようでした。「大学時代はそんなことを感じ
たことなかったのに」と思いました。
しかし、よく考えてみると、それはؒҧいです。大学時代でも、大学の外に出ると、そんなରԠされ

ることなんで、਺えきれないほどあったことを思い出します。ただ、そのようなことがあっても、受け
औったෛのԿかは、私の中に留まることなく、ྲྀ れてফえていたと思います。だからこそ、ࡏ学時には、
卒業後日本に࢒ることにおいても໎いがなかったわけなのです。ところで、社会人になってからの私は、
どうかւ外に出られる࢓事の機会、ここをൈけ出せる機会ばっかりを探していました。
おॕいの言༿をدせる場で、外国人ࠩผだの、ෆ公ฏだの、ਫをࠩすような言༿をड़΂るつもりはご

͟いません。この໾所での、大学卒業以དྷ初めてී௨に઀して௖いた経験を௨じて、自分がԣ国で一ߏ
成員としてී௨に受けೖられていたと࣮感したことを伝えたいのです。自分の出身についてෛに思うこ
ともなく、ଐ性のҧいを認ࣝもせず、過ごせていた大学生׆でした。そのような大学生׆がૹれたのは、
留学生の定着のためにԣ国の教職員のօ様が作ってདྷているࢧԉ੍度やそのӡӦ、なんとなくみんなで
ࠞ͟ってやっている行事、なんとなくやってきている全てがഎܠにあったと思います。月ฒみなදݱを
आりると、多様性をแ༰する文化がԣ国にはあったというところでしょうか。
100 年ؒ、ԣ国を௨りڈった全ての人による「なんとなく、ී௨に」が作り上げたแ༰性が、今もີ

かに常൫୆Ωϟンパスで次ੈ代育てていると、私は৴じています。100 प年おめでとうご͟います。こ
れからもますますのごൃలを心よりおفりしております。
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私は学部生からത࢜՝程後ظまでの̕年ؒを、このԣ඿国立大学で過ごした。４年で卒業した学部の
同ڃ生たちのഒ以上のؒظ௨い続けたが、ࢦಋ教員のݡڮߴ先生をはじめとした先生方や学༑たちに恵
まれ、そしてڷނの౦๺にॅΉ฼のࢧえのおかげで、ॆ࣮した学生生׆をૹることができた。今回、社
会科学系の部局が 100 प年をܴえるということで、学部から大学院まで同局で過ごした私の思い出をৼ
りฦっていく。
学部生時代、経Ӧ学部経Ӧ学科の中で、当時開かれていた夜ؒओコースに私は所ଐしていた。本དྷ、

私はனؒओコースに進学をر๬していたが、ηンターࢼ験での点਺が଍りず、それでもԣ඿国立大学に
進学したいという思いでબんだ進࿏であった。ೖ学当初はனؒओコースにೖることができなかったこと
をコンϓϨックスに感じており、Ωϟンパスをาくほかの大学生と自分はҧうのではないかと、大学生
が、そうした私の考えを変えるきっࡏ༑たちのଘڃにうまくೃછめずにいた。しかし、夜ؒओコースの׆
かけとなってくれた。夜ؒओコースは授業が夕方から࢝まるため、さま͟まなバックグラウンドを持つ
学生がいた。࢓事を一度ࣙめ、学び直すことを目ࢦした �0 の学生や、Ωϟリアアッϓのために৸るࡀ
ؒを੯しんで、னؒは࢓事をし、夜は授業という࢓事と学業を྆立させる 30 の学生など、னؒは授ࡀ
業を受けられない事৘を๊える学生が多くいた。൴らと同じ教室で学び、൴らの考え方に৮れることが
できたことは、私のその後の進࿏બ୒に大きなӨڹを༩えている。社会を஌らない当時の自分にとって、
社会を஌った学生が、ྡでوॏなϓライϕートの時ؒを٘ਜ਼にしながらもษ学にྭΉ࢟は、もしனؒओ
コースに進学していたら、؆୯にはಘることができなかった経験であろう。
また、夜ؒओコースに進学したことは、経済໘でもॿけられることが多かった。当時の夜ؒओコース

の授業ྉは、னؒओコースのおよそ半分であった。それにもかかわらず授業はனؒओコースと同౳の質
が担อされていた。夕方から࢝まり夜஗くに終わり、授業ྉが半分にもかかわらず、非常に質のߴい授
業を受ける機会をくださった先生方には感ँしている。
当初、私は学部を卒業後、஍ݩに帰ることを考えていた。しかし、ر๬のا業から内々定をいただき、

ब職׆ಈを終えた４年生の̔月に、ٸᬎ大学院進学΁と進࿏を変ߋした。きっかけは、ब職׆ಈを௨し
て改めて自分に޲き合ったことであったが、決め手は学部時代からࢦಋ教員としておੈ話になっている
けて、ひ޲にࢼであった。大学院進学を決めたあとは卒業ཱྀ行にも行かず、大学院ೖࡏ先生のଘݡڮߴ
たすら大学の中ԝਤ書ؗやࢿྉ室に௨うຖ日であった。̔月はすでに大学院ೖࢼが終わってしまってい
たため、２月に行われる௥加ืूの大学院ೖࢼを目ࢦしてษڧにྭんだ。進࿏変ߋを決めた時点で内々
定先にはஅりの࿈བྷをしていたため、進࿏ະ定のまま４年生の２月をܴえることはਫ਼ਆతにもਏかった
が、ແ事合֨し大学院進学を決めることができた。
大学院進学後は、それまでの学部の夜ؒओコースとはまったくҧうੈքが଴っていた。ത࢜՝程前ظ

に進学した当時、同ڃ生はおよそ 40 人程度いたが、そのうち日本人の学生は 10 人にもຬたず、ほとん
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どが中国出身の学生であった。大学院生になると、研究室として大部԰が利༻できるようになるが、研
究室やそこまで޲かうΤϨϕーターのなかでは、日本ޠ以外の言ޠがඈびަっており、ຖ日がւ外にい
るようなؾ分であった。ത࢜՝程後ظでは、今度は同ڃ生が２人になり、しかもその 2人は社会人大学
院生ということで、会う機会も少なく、分໺もҟなっていたため、授業のほとんどは先生とマンπーマ
ンというঢ়گであった。
そして大学院から࢝まった研究生׆は૝૾以上であった。私自身が大学院生׆というものを؁くݟて

いた໘もあった。学部時代とはൺ΂ものにならないほどの଎さ、ྔで進んでいく授業やゼミは、自分の
ෆ出དྷさをސみるՋもなく、ಛにത࢜՝程後ظはຖ日が本当のҙຯで自分とのઓいだった。しかし、そ
うしたなかでも自分のࢧえとなったのはपりの人たちのଘࡏであった。ത࢜՝程前ظのときは、同じߴ
ுっている൴ঁؤとなっていた。「日本でࡏゼミに所ଐしていた２人の留学生は私をฃい立たせるଘڮ
らの前で、私がऑԻをుいていられない」とԿ度も༐ؾづけられた。ത࢜՝程後ظのときは、同ڃ生と
のަྲྀはあまりなかったものの、代わりに２人の先ഐにؾにかけていただき、私の心のڌり所をつくっ
ていただいた。
そんな大学院生׆だったが、$PWJE�1� のӨڹでത࢜՝程後ظの࠷終年度はほ΅す΂てオンラインで

終わってしまったことが།一の心࢒りである。࠷終年度はほとんど大学に行くことができずに終わって
しまったが、審査に関わっていただいた先生方にはオンラインでも、ର໘と変わらぬ手ްいࢦಋをいた
だいた。ಛにࢦಋ教員のڮߴ先生にはオンラインで会話する機会をසൟに設けていただいた。先生のあ
のαϙートがなければ、私はあの１年を乗りӽえることができなかった。ڮߴ先生には感ँの೦にתえ
ない。
夜ؒओコースのืूがఀࢭし、私がࡏ学した当時設定されていたコースがなくなるなど、時代のχー

ζに合わせମ੍は変化しているが、社会科学系部局のࠜװにある教育ɾ研究΁の৘೤は今も変わらない
であろう。これからも時代にあわせるॊೈさと、変わらぬ৘೤を持ち続け、社会科学のະདྷの一୺を担
うଘࡏであり続けることを৴じてやまない。
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201� 年にԣ඿国立大学経Ӧ学部国際経Ӧ学科にೖ学し 2020 年 3 月に卒業してから、今年で �年にな
る。ࡏݱにࢸるまで、なかなか大学生生׆をৼりฦることもなかったが、改めてৼりฦってみようと思う。
201� 年य़、大学生生׆に心༂らせながらԣ඿国立大学のߍ門を௨ったことを思い出す。まずڻいた

のが、学内の྘の๛かさと޿さである。ݩΰルフ場とᷚに聞くだけあって、྘が生いໜりリスなどの໺
生ಈ物もݟ受けられた。また、ཧ系学部と文系学部、さらには大学院も同じෑ஍内にあることもあり、
一ମどこまで行けば教室にたどりつけるのかと思うような޿さであった。授業については、ඞ修科目に
加えて自分でબ୒するඞ要があり、ԿにڵຯがあるのかɾԿを学んでみたいのか、そんなことを考えな
がら先ഐ方や学༑に૬ஊし、ཤ修બ୒をしたことを֮えている。
ຯがあったこともあり国際経Ӧ学科をબ୒したが、たくさんڵコミϡχέーシϣンにޠ時代にӳߍߴ

の授業を受ける中で࠷もڵຯを๊いたのが人త؅ݯࢿཧであった。ࡏݱでこそ多くのϝディアでऔり͟
たされているμイバーシティˍインクルーδϣンであるが、当時議論の中心にあるのはμイバーシティ
の部分がϝインであったようにهԱしている。そのような環境の中で、ೋਆ教授のμイバーシティˍイ
ンクルーδϣンの講ٛを受け、非常に感໏を受けたのを֮えている。μイバーシティˍインクルーδϣ
ンの本質とはԿなのかɾ今社会で求められていることはԿなのかɾそれにରするݱঢ়やا業のऔり組み
はどのようなものがあるのか、そのようなことをよりਂく学んでみたいと思い、ೋਆゼミφールにೖ会
した。
ೋਆゼミφールでは、同学年だけではなく、上ڃ生ɾ大学院生とゼミφールで同じ時ؒを過ごすことで、

げることができたと感じる。μ޿ऩし自分の考えをٵをݟをすることができ、様々なҙ׵ަݟなҙൃ׆
イバーシティˍインクルーδϣンの基ૅを学ぶだけではなく、࣮際の事ྫがどうなのかɾどのような経
験を経てその結Ռにࢸったのかɾࡏݱはどのようにಈいているのか、などをମ系తに学ぶことで、これ
からのある΂き࢟はどのようなものなのかを考え、そこにたどり着くためにはどのようなऔり組みがඞ
要なのかをディスΧッシϣンし学びをਂめることができた。ೋਆゼミφールでの学びは、自分のΩϟリ
アの中で会社にどのようにݙߩしていきたいかを考えたときに、その目ඪの一つとしてμイバーシティ
ˍインクルーδϣンの৳長があるように、社会人になってಇくࡏݱでも私の中にਂく࢒っている。
また、大学生׆の中でもう一つの大きなଘࡏであったのがαークル׆ಈである。αークルの同ظɾ先

ഐɾ後ഐとは、社会人になった今でも定ظతに会うなどަྲྀが続いている。一緒にཤ修ొ࿥を考えたこ
とやテストษڧにྭんだこと、೰みを૬ஊしたりتびを分かち合ったりと多くの時ؒをڞに過ごしてき
たことは、私の大学生׆での大きな思い出の一つである。経Ӧ学部はクラスがないこともあり、授業を
受けるにしてもݻ定తに一緒にいるϝンバーはいなかった。そんな中で、どこかの組৫に所ଐしている
ということは、஍方から進学した私にとって҆心ࡐྉであった。Կかࠔったことがあったときや૬ஊし
たいことがあるとき、すぐに੠をかけることができるଘࡏが身ۙにいたことで、ਂく思い೰Ήこともな
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く、ָしく日々をૹれたと思っている。私の卒業直前、コϩφウイルスがຮԆしはじめ、2021 年以߱
はなかなかαークル׆ಈをܧ続することが೉しかったと聞いている。そんな中でもαークルのつながり
をઈやすことなく、先日 �0 प年をܴえることができた。年代を௒えてࡏݱでもつながりをઈやすこと
なくܧ続できていることは、大学生と社会人がަྲྀする場の૑出であると同時に、学生時代に思いを஘
せることができるوॏな機会であると感じる。
大学生׆のなかでの࠷も大きなイϕントがब職׆ಈだったのではないだろうか。自分がこれから社会

に出てԿを生業にして生きていくのか、大きな決அがഭられる時ظであった。自分はどのような人ؒで
どのような思考を持っているのか、ԿがڧみでԿがऑみなのか、など今までしっかりと޲き合うことの
少なかった自分自身と޲き合うことで、自分のありたい࢟や目ඪをݟつけることができた。ߍߴ生から
大学生になり社会人になっていく中で、どのような思考の変化があったのかݟつめなおしたあの時ؒは
大੾な時ؒであったと今でも感じる。ब職׆ಈを経て様々なا業や࢓事を஌ることができたのも良い経
験だった。様々なಇき方や੍度をௐ΂ることで、当時ษڧしていたμイバーシティˍインクルーδϣン
にରするࣝݟもよりਂめることができた。
大学生׆について回૝してみたが、本当にָしかったことばかり思いฦされる。ԣ඿国立大学に進学

していなければ、今とはҧった人生になっていたと思うことがよくある。そのくらい、ԣ඿国立大学で
学んだことや出会った஥ؒは非常にॏ要なものである。
ॏな機会をくださった経Ӧ学部国際経Ӧ学科ೋਆ教授ならびに関و事ࣥචというه後に、ඦ年࢙の࠷

係者のօ様に感ँのҙをදすとともに、ԣ඿国立大学のӹ々のごൟӫをفり、కめくくりとさせていた
だく。
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私がԣ඿国立大学国際社会科学研究科法૤࣮務専攻、いわΏるϩースクールにೖ学したのは、ϩース
クール੍度が開࢝されたその年である 2004 年４月であった。法学部卒業生をର৅としたطशコースは、
２年のΧリΩϡラϜが組まれており、ϩースクールを卒業すれば࢘法ࢼ験の受験֨ࢿをಘることとなる。
ԣ඿国立大学ϩースクールのطशコースは私をؚめて 11 ໊であった。また、ϝンバーも、行੓ிか

らの出޲という形でೖ学した者、勤務経験がある者、࢘法ࢼ験受験を続けてきた者、ओ්であった者な
ど、バックグラウンドも年ྸもばらばらで、私たちをつなぐものは、これから法学を学んで࢘法ࢼ験を
受けるというࢤだけだった。
教員にとっても、初めてのϩースクールの学生にށ࿭うことも多かったと思う。զ々はϩースクール

で࢘法ࢼ験受験科目であるܐ事、ݑ法、ܐ法、ຽ法、ܐ事ૌু法、ຽ事ૌু法、঎法、行੓法に加えて、
ஶ作ݖ法や労ಇ法などのબ୒科目をまん΂んなく学ぶඞ要性があったが、このように、一つの分໺の学
問をಥき٧めるのではなく、まん΂んなく多くの法分໺を学ぶ学生を教えることは初めてだったのでは
ないか。それでもզ々のことを৴པし、修࢜の学生を教えるように、自身の専門త஌ࣝを教授してくだ
さった先生方には本当に感ँしている。՝୊やൃදに、৸るؒを੯しんでऔ組み、とうとうೖ院してし
まった同ڃ生がいたことをきっかけに、教員同࢜でそれͧれがどのような՝୊を՝しているかの৘ใڞ
༗をしていただき、なんとかਭ຾時ؒが確อできるようになった。それでも、可ೳな限りの予शや準備
をし、༰ࣻのແい同ڃ生や教員の先生からの質問に౴え、時に೤くなりす͗るほどの議論をし、新しく
出てきたٙ問を文ݙでௐ΂るためにਤ書ؗまで先を૪うように૸ったことは、今でもࡢ日のことのよう
に思い出す。
࢘法ࢼ験の科目は多分໺にわたるため、ຽ法の授業を受けているؒにຽ事ૌু法についての೿生論点

をݟつけ、議論になったり、ຽ法のҼՌ関係とܐ法のҼՌ関係のҧいについてٙ問を持ったりという、
学際తな質問をすることも多かった。ාい物஌らずのզ々は、ຽ法の教員に質問に行き、ຽ法の教員と
一緒にຽ事ૌু法の教員のࣥ務室を๚れて２人の教員に同時に質問をすることもあった。ଞ分໺の教員
同࢜がそれͧれの考え方のҧいをզ々にࣔしてくれたり、時に೤い議論をަわすのをݟ学しながら、法
学という学問のԞਂさや໘നさを学んでいったように思う。
ԣ඿国立大学ϩースクールには、ห࢜ޢやࡋ、׭࡯ݕ൑׭の࣮務Ո教員も教佃をとられており、ಛに

私たちがָしみにしていた授業は、࣮務Ո教員と研究者教員が同時に教ஃに立つ、࣮務科目であった。
࣮際の事݅をもとに、࣮務Ոのࢹ点、研究者のࢹ点からそれͧれ法తな議論がަわされ、それͧれの分
໺で多くの経験をੵんだ専門Ոが様々なࢹ点からզ々に法తな考え方をࣔしてԼさる授業時ؒは、࣮に
ॏな時ؒであった。ときに「それではཧ論が成り立たない」「それでは守られる΂き者が守られない」و
と、教員同࢜で激しい議論がઓわされることがあったが、このような議論を聞く機会があったのはその
後の࣮務Ոとしての׆ಈにとっても、ಘがたい経験であった。

ԣ඿国ཱ大学国際社会科学෎ɾ研究院にਧ͘෩

๏૤࣮຿ઐ߈ ���� ೥ଔ

౻ా ߳৫

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 13 1

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 128



զ々࠷初の卒業生は、全員が࢘法ࢼ験に受かり、࣮ 務Ոとして多くの経験をੵんできたが、ϩースクー
ル時代にഓった法తな考え方、ௐ査の方法、議論の࢓方はいまでもզ々の݂೑となっている。あのとき
に全ྗで、ご自身の時ؒを࡟っても೤心に教えてくださったԸ師ら、自༝ᮣୡな議論がどこでも守られ
たԣ඿国立大学ϩースクールのߍ෩がなければ、今の私はないだろう。
ห࢜ޢ਺年目が経過した頃、Ը師の一人から、ϩースクールで࣮務Ո教員として教えてみないかとの

ଧ਍があった。あの頃の࣮務Ո教員のような࣮務経験もೳྗもແかったが、当時、࢘法ࢼ験受験生がア
Χデミックな議論をආけがちだということを聞き、ϩースクールでのアΧデミックな教育こそがྗのあ
る࣮務Ոを育てるのだと伝えるために、࣮務Ո教員として出དྷることがあるのではないかと考え、ゼミ
や࣮務科目౳を受け持った。研究者教員のように׬成された授業は出དྷなかったかもしれないが、ษڧ
方法に೰Ή受験生に、正攻法のษڧにҙຯがあることを伝えることは出དྷたのではないかとおもう。ゼ
ミをしながら、私のബい஌ࣝではॆ分に学生にઆ明が出དྷないと思うと、ੲのように学生と一緒に研究
者教員の研究室を๚れ、教えを੥い、時に議論にרきࠐんだが、やはりあの頃と同じく、ԣ඿国大の研
究者教員は議論や質問にオーϓンで、学際తな議論を時ؒをかけてしてくださった。
ϩースクール自ମはその後ഇࢭされてしまったが、ࡏݱ、ਆಸ઒ห࢜ޢ会の෭会長として、ԣ඿国立

大学とのަྲྀの担当をしていると、やはりあの頃と変わらない、学問にରする೤心さや、外からདྷる෩
΁のオーϓンさ、研究職ではない者にたいしてもリスペクトを持って話をしてくださる׮༰さを感じる。
国際తに׆༂の場を޿く持ちながらも、஍Ҭにࠜ͟し、ର外తにオーϓンなԣ඿国立大学国際社会科

学෎が、これからも 200 年、1000 年と続いていくことをڧくئう。
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私は �2 年前の 1��2 年 4 月ԣ඿国立大学経済学部にೖ学した。
�1 ࠷、点でありىの今ৼりฦってみると、ਗ਼ਫヶٰのനѥの఼ಊで過ごした４年ؒが私の人生のࡀ

もかけがえのないҙٛਂいಛผな時ؒであったとしみじみ思う。
当時の国大は経済ɾ޻学ɾ学ܳの̏学部のみで、経済は一学年 170 人前後と少਺であった。෮帰前の

ԭೄを࢝め全国֤஍からूまった先ഐや同ظॾ܅との出会いは大変新઱׌つ刺激తであった。ຢ、෱Ԭ
ೆ部の田ࣷでݝ 1� 年ؒを過ごした私にとって、ࡾッ୔中ொで࢝めた一人生׆は全てが新しいスタート
であった。฼ࢁߍ門ߍߴの同ظ 10 ਺人が九州大学にೖ学する中、同ߍからの初めての国大ೖ学生となっ
た私は、ؒआりのصの前のนに lզࢤを立て཭ڷ、学もし成らずんばࢮすとも帰らず zと自ら書いた書
をுって４年ؒに޲かう決ҙを新たにした。とは言えԿが学かは定かにݟえないスタートでもあった。
当時の経済学部は、ࠇᖒਗ਼ɾӽ村৴ࡾ࿠ɾপ田Յึɾ長ऱ一ೋɾ࡚ٛٶ一౳に代දされるஶ໊な教授

ਞを༴すると同時に、少਺ਫ਼Ӷのゼミを࣮ࢪするというマンϞス大学とはҧったಛ௃を༗していた。講
ٛはԿれも新઱でߴ࠷学෎にདྷたのだという感激の一方で直ぐにはফ化しきれない೉ղさも感じた。そ
の中で長ऱ先生のお話はચ࿅された言ޠとシϟーϓなݟղにຬちあふれ、目の前が明るく޿がるような
஌తシϣックを֮え l国大にདྷて良かった zとつくづくັྃされた。この஌తシϣックが後ࠁ長ऱゼミ
にೖるಈ機となった。一方、αークル׆ಈは社研や新聞会などはとっつき೉く感じたのにൺ΂、中学時
代から޷きだったӳޠのαークルが&OHMJTI�4UVEZJOH（4QFBLJOH ではなく）4PDJFUZ とදݱしていた
こともؾにೖって&44 ΁ೖ部を決定した。こうして私の目ඪとする学は長ऱゼミと&44 の׆ಈにૂい
を定めることにした。
長ऱゼミではマルクスのࢿ本論の読ղが中心であったが、どこまでཧղ出དྷたか࢒೦ながら自৴がな

いのが正直なところだ。一方ゼミ׆ಈを௨じてゼミφリステンとのަྲྀがਂまり刺激を受けたことは大
きなऩ֭であった。&44 では学内׆ಈ及びถ人宅での会話のଞ、์՝後一人でࢁԼ公Ԃに出かけ、出
身国のҧう多くの外国人に直઀話しかける手法で生の会話が出དྷるتびを֮えܧ続することをश׳にし
た。ຢ、スピーνɾディϕートɾドラマと෯޿く׆ಈを続ける中、大学４年のय़には全国大学ӳޠディ
ϕート大会に同ظのؠӬ੣ɾ๺村࿨෉ɾߴ༄හ明ॾࢯとڞに出場し準༏উ、その年のౙにはୈ 10 回ߴ
দٶഋ全国大学ӳޠห論大会で༏উをՌたすことが出དྷた。ঘ、その２年後同じ長ऱゼミɾ&44 の後
ഐ௩ӽ܅ࢸが同じߴদٶഋ大会で༏উしている。
1��� 年卒業と同時にࡾඛ঎事にೖ社、その後ϕルリンɾχϡーϤークɾ୆๺౳のறࡏを経て常務に

ब任、2007 年෭社長ࡏ任時に੓෎からの要੥で日本ۜ行審議委員にब任し日本のۚ༥੓ࡦにै事した。
̑年ؒの任ظを終えた直後の 2012 年には"1&$Ϗδωスࢾ問委員会（"#"$）日本委員の任໋を受け、
2017 年Ἤ׆ಈを続けた。このؒ、ޒ大཮໿ 100 ϱ国を๚れたが、学生時代にഓったӳྗޠが大いに໾立っ
た。ಛに"#"$での׆ಈは年４回࣮ࢪされる国際会議がओମであり、&44 ಈでのディϕートのମ験׆
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を׆かすことが出དྷた。
卒業後も฼ߍ΁の思いはڧく、ࡾඛ঎事での෋ٰ会、日本ۜ行とࡾඛ঎事の合同෋ٰ会開࠵のଞ、国

大卒業生でߏ成する l国大会 z を結成し、໿ 10 年ؒに࿱ってަྲྀ会を࣮ࢪした。このަྲྀ会は新聞の
人事ཝにࡌܝされる国大出身者の会社໾員に都度私が直઀電話をかけ、ࢀ加をݺびかけ続け、ঃ々に会
員਺が૿加し、会の໊শがُ㟒会となった。
手ڐにある 2013 年̓月時点のϝンバーリストでは総੎ 2� ໊、൧ౡজࡾݾҪ物࢈社長（74 Ӧ）ɾ઒ാ

ໜथ౦ژւ上日ಈあんしんコンαルティング社長（74 済）ɾੴ௩఩࢜シーアイ化成社長（7� 済）ɾ࿴科
�ಙシーテŎシーɾラϘラトリーシステϜζ社長（7ࢸ 済）ɾ加留部३๛田௨঎社長（7� ɾ日Լ部૱経（޻
済࢈業ল大ਉ׭๪（�2 済、後にݯࢿΤωルΪーி長׭）ɾ⁋৻ޗ৿Ϗル社長（�3 業౳ا౳々全員が（޻
の経Ӧ者の方々であった。
ຢ、このଞ、฼ߍとのछ々の関わりを持つことが出དྷていることを大変خしく思う。۩ମతには、෋

ٰ会ཧ事ɾ෭ཧ事長ɾධ議員をྺ任、その後̔年ؒ（長谷部学長任６ظ年に続きക原学長時の２年）に
࿱る経Ӧڠ議会ʗ学長બ考会議ɾ࡯؂会議委員を務めた。ຢ、ݱ໾学生との関わりは、2003 年に࢝まっ
た࿈ܞ講ٛの講師として初回よりܽかさず今年までొஃし、l一า出る༐ؾと持続する౒ྗ zの大੾さ
をݺびかけてきた。こうした中、2021 年にୈ̔回:/6ϓラウド卒業生にϊミωートされるޫӫにཋし
たことは๬外のتびである。
このように 1��2 年にೖ学した฼ߍԣ඿国立大学との長くਂい関わりを、卒業して �2 年後の今なお続

けることが出དྷることに大きなتびを感じている。
૑立 100 प年にあたり、一卒業生として฼ߍの今後の一૚のൃలを੾に๬んでࢭまない。
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ೖ学時の大学はਗ਼ਫがٰであったߴ。 生の時に「ϒルーɾライトɾよこはま」、「よこはまɾたそがれ」ߍ
「伊੎佐໦ொϒルース」がྲྀ行りԣ඿にҾきدせられるような思いでԣ඿国立大学経Ӧ学部にೖ学した。
当時学生ӡಈが盛んでೖ学ࣜはແかった。自宅よりԕいので大学のすぐ๣にある「෋࢜ݟྈ」にೖ居す
ることになった。ۙ࠷、ਗ਼ਫがٰをंで๚れたが結ߏなޯٸ഑のٰであることを思い出した。ドンドン
঎ళ֗でय़Ն༻のֻ෍ஂをߪೖし、よくٰの上まで担いで帰ったものだ。１年、２年生と目いっͺい大
学の講ٛはཤ修ొ࿥し、良く学んだつもりである。先生の都合でٳ講となった時はྈに帰ってٳଉがで
きとてもศ利であった。
大学の講ٛは新઱でָしいものが多かった。今でも教えて௖いたことの多くがછみついている。まさ

に人としての教ཆの基ૅとなっている事に感ँしたい。২生஍ཧ学の.先生がҙਤతにデβインした
थ໦を২えても育たなく「様々なथ໦を২えそこから生き࢒った໦が৿を作る」౳印৅తであった。「ܭ
ըされた新しい֗ϒラδリアよりその֗を作るために労ಇ者がॅんだொがൃలした。」౳を஌ることで
新たな境஍が開けた。ୈೋ外国ޠはこの先࢖えそうということで中国ޠをબ୒したが、教ࡐが中՚人ຽ
ౘの思૝が࢈ڞなので当વであると言えばそうであるが中国ޠいた。中国ڻ࿨国のものであることにڞ
എܠにありҧ࿨感を֮えた。「ضߚ」中国࢈ڞౘ機関ࢴ、新聞「人ຽ日ใ」、そしてリスχングは๺์ژ
ૹの࿥Իであった。൴らの思૝にછまることはなかったが、どの様に物事をݟているのかよく分かった。
日本܉の事は૬当ѱい書き方をされていた。
ྈ生׆はฏԺແ事に過͗た。Ԛいྈにある時、ۚ൅੨目のスウΣーデンのஉ子学生が一人でདྷてധっ

たことがある。୭の関係でԿނ൴がྈにདྷることになったかは今では思い出せない。４人部԰で後ഐと
一緒に൴が持ってきたഫདྷウイスΩー１本をҿみ੿いӳޠでԻָの事や৭々な話をしたهԱがある。今
から思えばよくྈにധまったものだ。一ൠの人からݟても૬当Ԛいྈであった。ਗ਼ਫがٰのࣷߍは「ന
ѥの఼ಊ」とݺばれଠいコンクリートのபがԼから上までԿ本も௨っている立೿な外؍であった。ࣸਅ
を結ࡱߏった方だがෆ思議なことにࣷߍをࡱったΧラーࣸਅが一ຕもない。今から思えば学生ӡಈの立
て؃൘౳が多くありࣸਅをࡱるؾ持ちになれなかったのがཧ༝であったかもしれない。
ྈ生は学生ӡಈしている人が多く,೿の学生であった。ϊンϙリの学生にはそもそもどうしてԭೄ

ฦؐに反ରするのかが分からなかった。,೿の委員長もྈでよくݟかけたがྈ生ではなかったとهԱす
る。ある時ྈの先ഐよりษڧのためデϞにࢀ加するようにקめられた。今回のデϞはԺやかなデϞとの
આ明であった。後学のҝ一回行ってみようと思いࢀ加した。ϔルϝットもԿもないので先ഐがିしてく
れた。౦ژの8大学にूࢀしू会後に஍Լమに乗り࢛谷Ӻで੾ූをӺ員に౤げるように౉し஍上に出
た。ڻいた �ɹطにަ൪が೩えており׭࡯ܯがۦけ回っていた。学生たちは所持඼を౤げࣺててಀげて
いた。ϔルϝットをࣺてたいと思ったがआりものなのでࣺてるわけにいかずコートでแみ࠷終ू会஍の
ਆٶ外ԓ΁஍Լమで޲かった。ं中でपりのԿ人かにऔりғまれコートを開くよう要੥された。ܐ事で

ಓと学生࣌୅ࡔ
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あった。コートを開くとき「ัまってしまった」との思いがよ͗った。ҙ外なことにୁัされることは
なく、ܐ事たちはظ଴外れのද৘となった。ՐԌළを所持していると思っていたらしい。その後஍Լమ
をおり機ಈୂにڬまれࣸਅをࡱられながらू会にࢀ加した。終ྃ後「さあ帰ろう」と思ったが帰りಓは
྆ଆびっしり機ಈୂがғみൈけ出して帰れないことが分かった。大卒になる学生とߴ卒が多い機ಈୂと
のҙࣝɾ感৘を感じऔった。後日ແ事に先ഐにϔルϝットをฦ٫することが出དྷϗッとした。ある明け
方̏時ごろྈのΨラス૭がׂられて大૽ಈとなった。,೿とର立している$೿がྈをऻܸしてきたの
だ。２֊の部԰の૭Ψラスもׂられた。,೿の学生が 4人部԰のフΝンシーέースにӅれた。$೿がདྷ
て部԰を҉いচԼまで۱々ௐ΂たがフΝンシーέースだけは૞さなかった。զ々ϊンϙリྈ生も１֊の
関ۙくにฒばされ,೿の委員長がどこにӅれているか問い٧められた。その時バールでฒばされてݰ
いる൘นの಄の少し上を激しくԿ度もୟかれた。なんとฒんでいるྈ生の中に,೿の委員長がいるの
でڻいた。20�30 分時ؒが経ち外からҾき上げのథのԻが聞こえてきた。やれॿかったと思ったその時、
$೿の一人が,೿の委員長をじっくりݟて「こいつは正門でϏラをࢃいていた」と言い出し,೿委員
長を࿈れ出そうとした。その時ମをுって࿈れ出されそうになった委員長をॿけたྈ生がいた。なんと
ϊンϙリで学生ӡಈにまったくڵຯがないΨリษで༗໊な経済学部̏年生であった。൴の఍߅でᎍめて
いるうち、࠶びҾき上げのథが໐り$೿はఘめてҾき上げた。Ҿき上げ後、,೿の学生１໊が৯ಊで
す͗るのでୀྈしݥة、そこまでするのかཧղできずނつかった。学生ӡಈでԿݟされているのが֐ࡴ
た。
い'教授のゼミに所ଐし職務分ੳ౳少਺教育を受けた。先生の思いとはڧ業ք、ಛにϝーΧーに࢈

ผの঎社にब職することになった。正月に先生宅に࢕い、社会人となっている先ഐとお会いしたり、先
生がऩूしているমき物でおञを௖いたり、自ら先生がリンΰのൽをണいてくれたり༗೉い思い出と
なった。先生は.*5（マανϡーηッπ޻科大学）をҾき合いに出し盛んに:/6と言われていた。
確かにଞの国立大学は಄文ࣈが２文ࣈで֨޷がつかず、その点:/6はऩまりが良い。４年生の時にਗ਼
ਫがٰより常൫୆΁౷合された。当時の常൫୆は޻事が終わったばかりでനいコンクリートのݐ物と౔
の印৅がڧかった。ࡏݱの྘は૝૾すらできないঢ়گであった。ԣ඿ӺよりのバスはࡏݱのԬ୔ொバス
ఀではなく、もっと先にあったهԱがある。ӡಈ場の方より国ಓ１߸線をލぐڮを「ਅཧを௥求する者
のみが౉ることが出དྷる」とਮがって౉ったことが思いىこされる。
:/6の学生を経験し、෋ٰ会の事務局長を経験し大学との઀点が૿え、非常勤講師、Ωϟリアアド

バイβー、ࡏݱはߍ༑会の事務局長をഈ໋している。ߍ༑会は大学とはผ組৫であるが大学の中で事
務職のօさんと同じように勤務しており大学の事がまた一つ分かった。:/6にはະだに大変おੈ話に
なっている。社会科学系 100 प年、大学૑基 1�0 प年ɹޚ目出とうご͟いますʂɹ:/6にӫޫあれʂʂ
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私が、ԣ඿国立大学にೖ学したのは、1�7� 年４月、ژ඿ٸ行のೆଠ田Ӻにあるਗ਼ਫがٰࣷߍでした。
まだ学生ӡಈの໘Өが࢒る時代でした。ೖ学ࣜらしきものもなく機ಈୂが常றしていました。そんな中
半年だけですが、長ऱ一ೋ先生の授業を受け、この大学にೖ学できて良かったと感じることができまし
た。
これから自分の考えを੓࣏のੈքで࣮ફしようという৘೤、࣊Ѫにຬちた、生ెたちにޠりかける先

生の講ٛに感໏をうけ、そののちਆಸ઒ݝ஌事にब任され、ֵ新系の஌事として׆༂されました。この
授業が࠷後かと思うと࢒೦でなりませんでした。
半年で今の常൫୆のࣷߍにҠりました。私は経済࢙のԕ藤ً明先生のゼミにೖり、まずは原点である

大௩ٱ༤先生の「ࢿ本ओٛとڞ同ମを考える」をษڧし、さらに෹ޠ、ӳޠで書かれた原書を読んで学
びなさいとࢦಋされ、຋༁のない原書を࠷初に౉されѱઓ苦ಆいたしました。༨り先生のظ଴にはԠえ
られなかったと思いますが。おञが޷きな方でゼミの先ഐもؚめ様々な論点で議論する（時に朝まで）
機会に恵まれ、一൪ษڧになりました。卒業を前にマックスウΣーバーの「ϓϩテスタンティζϜのྙ
ཧとࢿ本ओٛのਫ਼ਆ」の本当のҙຯをཧղしなさいと言われたことが社会人として学びの原点になりま
した。今ৼりฦると多くの先生から܆ಃをうけた恵まれた環境にいたと思いました。࡚ٛٶ一先生、؛
本ॏ௠先生、ಛに労ಇ経済のਆ代࿨ۍ先生は、卒業後も様々な੓ࡦについてϏδωスマンとしてどう感
じているのかʁҙݟをड़΂よと持論をぶつけてきて大変஁えられました。Կ事にも研究೤心でΰルフも
。くほど上ୡされましたڻ
卒業後、社会科学系の卒業生の同૭会෋ٰ会にೖ会してૉ੖らしい先ഐのօさんから大いに学びまし

た。まず日経新聞会長のਿ田さん、ࡾඛ঎事෭社長のُ㟒さん、Ϡマϋ会長の؛田さんはじめ、多くの
方々のྗڠのもと、学生のօさんに໾立つことに஫ྗしてきました。ᶃ学生のब職ରԠで、໘઀ࢦಋの
研修会ᶄ࢈業քで׆༂するօさんの࿈ܞ講ٛᶅ࢈業քのஶ໊人を講師とした若手卒業生のަྲྀษڧ会ᶆ
経済քで׆༂している経済人のूいᶇԣ඿経Ӧ者の会による大学とԣ඿を基൫とする࢈業քとの࿈ܞの
、౳、਺えればきりがありませんが、これはす΂て࠲講ܞஙᶈւ外で࣮務経験のあるօさんによる࿈ߏ
大学関係者や卒業生、学生のօさんとのྗڠのࣀ物でした、心より感ँいたします。さらにはཧ޻学部
や教育学部の同૭会のօ様とྗを合わせ、大学や学生のօさんのϓϨゼンス޲上に޲け౒ྗを続けてい
き、社会科学部 100 प年のॕࣙとします。

学生生׆ͷճ૝と同૭会׆ಈΛ௨ͯ͜͡͏ࢥと
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1��� 年、ԣ඿ߓをྟΉϗールにて、ԣ඿国大初の全学౷一ೖ学ࣜが開࠵され、私は経Ӧ学部新ೖ生
の１人としてその場に࠲っていた。時はバϒルؾܠのਅっ୞中。社会全ମに、日本のӬ続తな経済ൃల
を৴じてٙわないߴ、 ༲感のようなものがあったと思う。そのような時代にૹった学生生׆をৼりฦる。

１ɽ大学生׆のスタート
ೖ学ࣜに続く大学生׆の中でهԱに࢒る࠷初のޫܠは、常൫୆Ωϟンパスのϝインストリートで܁り

ڃが෇くと、上ؾ、生਺໊でาいていたがڃ誘である。同קげられていた֤部ɾ֤αークルの新ೖ生޿
生ୡとともにϘウリングをしていた（当時、正門前のバスఀ޲かいにϘウリング場があった）。Ϙウリ
ング代も৯事代も先ഐ方のおごりだったと思う。帰宅時は、੺いϓϨリϡード（ϗンμं）でՈのۙく
までૹってもらった。その時のؾ持ちはԱえていないが、਺िؒ前まで田ࣷのߍߴ生だった私が、先ഐ
方をᚶしく感じたのはؒҧいないだろう。そのような׻଴を受け、ྲྀされるままにϢースϗステル研究
会にೖった。このαークルでは、य़とळにখグルーϓに分かれて֤஍のϢースϗステルにധまる行事が
あるほか、Ϙウリング、Χラオέ、ҿみ会、ドライϒ、スΩーと、自વൃ生తに様々なイϕントがあり、
ຖ日のようにूまってはָしく過ごした。ちなみに、バϒル時代といえば「お立ち୆」でઔをৼり回す
映૾が৅௃のようだが、そういった遊びとはԑがなく、夜の遊びはドライϒが多かった。ෳ਺୆のंで、
時には਺時ؒもंを૸らせながら、ひたすらおしΌ΂りにڵじたり、夜中に立ೖࢭې場所（ด࠯されて
いた੺ϨンΨ૔ݿのෑ஍など）にೖったりした。ܞଳ電話がແかったあの時代に、どうやって࿈བྷをと
りあっていたか、今となっては少しෆ思議に思ったりもするが、１つの࿈བྷ手ஈとしては、１年生のळ
にオーϓンした大学会ؗ１֊のཷまり場に行くことであり、行けばඞず୭かがいた。

２ɽษ学とब職
成੷はさほどѱくはなかったように思うが（؍٬త事࣮はෆ明）、ษڧがೋの次だったことは൱めない。

卒論も「やっつけ࢓事」というほかないものだった。後に、ೋे代後半で࢓事の๣ら࢘法ࢼ験のษڧに
औり組んだが、その際に、「学生時代にこれぐらいਅ໘目にษڧしておけば、もう少しマシな卒論が書
けただろう」と思い、Ը師である今ઘܟ஧教授（当時）に心の中でお࿳びしたものである。
今ઘゼミといえば、ࢵԎにຬちたゼミ室のޫܠがોる。当時は、新װ線やۭߤ機にも٤Ԏ੮があるな

ど、٤Ԏに׮༰な社会であったため、その点にٙ問を感じたことはແかったが、今ઘ先生がゼミに༿ר
を持ってこられ、ゼミ生にקめていたことは、هԱに࢒っている。今ઘ先生は、ӳ国留学のご経験があ
り、パイϓをくわえ、Ԟ様を「ワイフ」とおݺびになっていた。私のそれまでの人生では出会ったこと

όϒϧظͷ学生生׆と͝ԑ
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のແいϋイΧラなかただった。
後に「バϒル࠷後のੈ代」と言われる学年であり、大学４年生になって࢝めたब職׆ಈも֨ผの苦労

なく、「ָしそう」と感じた会社にब職を決め、システϜΤンδχアになった。システϜΤンδχアを
。事の内༰は会社にೖるまでよくわかっていなかった࢓、したわけではなく、正直なところࢤ
時はྲྀれ、私は 2001 年にห࢜ޢになり、ࡏݱでは、いくつかの上場ا業の社外໾員（औక໾、؂査໾）

も務めている。変わりछの経ྺであるが、今思うのは、ແବな経験はແいということ。大学で学んだ経
Ӧ学や会ܭ学などの஌ࣝは、ห࢜ޢや社外໾員の様々な࢓事の場໘で໾立っている。また、システϜΤ
ンδχアとしてಘた経験を生かして、*5ا業のސ問ห࢜ޢを務め、非常勤ࡋ൑׭を務めた時ظには多
くの *5ฆ૪にܞわった。%9に明るい人ࡐとして໾員ީิにਪしていただいたりもする。

̏ɽごԑ
๬ではແかった。しかし、ここにೖ学しなければಘられなかっࢤനすると、ԣ඿国大はୈ１ࠂ後に࠷

たごԑがແ਺にあり、ৼりฦってみれば、本学΁ೖ学したことは幸いであったと思う。ྫえば、初めて
上場ا業の໾員にब任したのは、本学出身の先ഐห࢜ޢのਪનがあってのことである。同ห࢜ޢとは卒
業年が 20 年ۙくも཭れており、大学時代の઀点はないが、෋ٰ経済研究会を௨じてごԑをいただいた。
また、ある会合でお会いしたかたがۮવにも今ઘゼミの先ഐであることがわかり、後に、その先ഐから
঺հいただいたا業には、ࡏݱもސ問ܖ໿を結んでいただいている。
学生時代、たくさんの時ؒをڞ༗したϢースϗステル研究会の方々とは、今でもަྲྀがある。初࿝と

いわれるような年ྸになっても、先ഐがたから「ちΌん」෇けでݺばれ、後ഐとして可Ѫがってもらっ
ている。お会いすると、学生時代に໭ったようなؾ持ちと言えば少し大࠰܌かもしれないが、変わらな
い関係性の心஍よさを感じ、また、ドライϒに܁り出した日々をջかしく思い出す。
多くのものを༩えてくれたԣ඿国大には感ँしており、これからも、学生ɾ卒業生の๛かな人生を育

Ήૅとなり、そして、ૉ੖らしいԑが結ばれる場所であることをئっている。
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100 प年にدせて教育ɾ研究の回૝をࣥචすることとなった。ԣ඿国立大学経済学部に着任してから
1� 年が経過し、100 年という長いྺ࢙の中では 1�� にもຬたないわずかなࡏ籍ؒظであるが、着任時お
ෲの中に居た່も今ではߍߴ一年生となった。着任以དྷ、子育てと教育ɾ研究の྆立を目ࢦしつつ、自
分なりの「ワークɾライフɾバランス」を໛ࡧする日々が続いている。ここ਺年は、定ظతに学ज़ࢽࡶ
΁論文をࡌܝできるようになり、少しずつ研究成Ռをੵみ上げることが出དྷている。これもひとえに、
経済学部の同྅の先生方や事務職員の方々のごཧղとごࢧԉによるものでありਂく感ँしている。本ߘ
では、自分なりの「ワークɾライフɾバランス」の変ભについて書いてみたい。
経済学には様々な分໺があるが、その多くにڞ௨するࠜ本తな問いは、限られたݯࢿをどう഑分する

かというものである。「ワークɾライフɾバランス」は、まさにこのݯࢿ഑分問୊であり、子育て中の
大学教員であれば、限られた時ؒを研究ɾ教育ɾ学内業務ɾ子育てɾՈ事全ൠにどう഑分するかという
ことになる。഑分には、時ؒ୯Ґで考える୹ظతଆ໘と、10 年、20 年といった長ظతなଆ໘がある。
後者には、কདྷԿがىこるか分からないというߴいෆ確࣮性が൐う。私自身、着任直後からこうした事
ଶに直໘することとなった。
200� 年 10 月、着任ૣ々に੾ഭྲྀ࢈と਍அされ、経済学部のօ様には多大なるご໎࿭をおかけするこ

ととなった。ळ学ظが࢝まり、学部と大学院の１回目の授業を終えたばかりである。͗り͗りまでಇい
てٳ࢈後はすぐに教育ɾ研究に෮帰するつもりでҙࠐؾんでいたので、予ظせぬ事ଶとなった。学ظ຤
まで授業を続けられないかとओ࣏ҩに૬ஊしたが、とにかくઈର҆੩がඞ要であるとݫしくࣤられてし
まった。着任したばかりで授業を์غする形となり、やるせないؾ持ちで大学に࿈བྷをೖれた。ཤ修学
生΁のରԠや代ସ教員の確อなど、当時の教務担当の先生方や職員のօ様に多大なごෛ担をおかけした
にҧいない。着任一年目は教育ɾ研究ともに中அしてしまい、ਃし༁ない思いを๊えながら過ごしてい
たが、当時学部長であった大門正ࠀ先生、ෝ任前からおੈ話になったळࢁଠ࿠先生や大৿ٛ明先生から
いただいたԹかいྭましの言༿に、どれほどٹわれたか忘れることができない。
ཌ年のय़、ແ事に出࢈をܴえた。しかし当時はෝ任 1年ະຬでは育ٳをऔることができず、ٳ࢈後す

ぐに大学΁෮帰することとなった。当時のԣ඿市はਂࠁなอ育Ԃෆ଍で、ڝ૪཰のߴい̌ࣇࡀクラスに
ཌ年４月からೖԂさせるためには、࢓事෮帰は༗利な৚݅でもあった。２年後にଉ子を出࢈した際も、
結局育ٳはऔらず、ແ認可อ育室やอ育ママ੍度を利༻して乗り੾った。しかし、子育てに௥われる上、
若手の頃は授業準備にも多くの時ؒを要し、ワークɾライフɾバランスతには子育てと教育に時ؒをऔ
られ、研究にू中できる時ؒがほとんどແかった。子供を༬けてまでಇいているのに、研究成Ռを出せ
ず自ݏݾѱにؕることも多々あった。それでも、子供がখさい時ظには委員会業務をܰݮしていただく

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史140

��� प೥にͯͤد

ʕʮϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯεʯΛ໛͢ࡧΔ日々ʕ

大学院国際社会科学研究院

教　授　౻生 ࢠݯ

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

第
3
章

教
育
研
究
・
学
生
生
活
の
回
想
と
同
窓
会

1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史1923－2023横浜国立大学 社会科学系部局 百年史 137



など、経済学部の഑ྀには本当にॿけられた。ちょうどその頃、大学ではஉঁڞ同ࢀըਪ進室が中心と
なり、学内อ育Ԃの設置やシンϙδウϜの開࠵など、ঁ性がಇきやすい環境作りにऔ組んでおり、ਪ進
室委員としてその׆ಈに関わる機会をಘたことは、大きなྭみとなった。
ଉ子がখ学ߍにೖ学し、ようやく自分の研究に専೦できる時ؒがऔれると思っていた໼先、学部のೖ

౼ݕࢼえ、全学తにはೖ߇௨テストのಋೖをڞใ委員会の委員長を務めることとなった。大学ೖ学޿ࢼ
8(が立ち上がり様々な議論にࢀ加させていただいた。学部内では"0ೖࢼの֦ॆやೖ੍ࢼ度改ֵな
ど、多ذにわたる業務にܞわった。４年後には教務ް生委員長として、データαイΤンス教育にಛ化し
た%4&1の立ち上げ、ૣ 。の専門性修ಘと̑年一؏教育を可ೳとした&DPO�3065&のಋೖにऔ組んだظ
これらの教育ϓϩグラϜは、経済学部のソフト໘でのॏ要な࢈ࢿであり、ݟ直しをॏͶながらڧ化し、
༏लな人ࡐを社会にഐ出する基൫となればとئっている。֤छ委員長などの学内業務は、時ؒత߆ଋや
大きな੹任を൐うが、学部ӡӦについて学ぶことができるوॏな経験だと思っている。
研究時ؒの確อの໘では、コϩφՒをܖ機に、場所をબばずଧち合わせができる ;PPNやクラウド上

で論文を同時ฤूできる PWFSMFBG などのπールがී及し、大きなϓラスにಇいた。リϞートで議論で
きるようになり研究のޮ཰性が֨ஈに޲上したと思う。ಛに、子供ୡが৸た後の限られた自分の時ؒを、
もຖिࡏݱ。出དྷることは大きい༺׆同研究という形で༗ޮにڞ ;PPNミーティングを行い、研究にܽ
かせないوॏな時ؒとなっている。子供が居るとࡏ外研究΁行くことも೉しいが、このようなオンライ
ンπールの׆༻は、஍ཧతな੍໿を௒えたڞ同研究を円׈にし、研究׆ಈにおける新たなスタンμード
になっていると思う。
2024 年̔月、Τディンバラ大学でのՆޠق学研修に初めてҾ཰教員としてࢀ加した。ೋ人の子供ୡ

も中ߴ生となり、子育ての໘での時ؒతな੍໿がݮ少し自分に出དྷるならとҾき受けた。同྅の先生方
にも子育て中の方が多く、それͧれ研究ɾ教育との྆立を໛ࡧしていると思う。「ワークɾライフɾバ
ランス」というと子育て中のঁ性΁のࢧԉにภりがちだが、உ性ঁ性問わず、さま͟まなライフイϕン
トにԠじたॊೈなࢧԉがॏ要である。私自身、पғのཧղやαϙートの大੾さを࣮感しており、そのԸ
恵に感ँしながら、Ҿき続き༩えられた࢓事にਅ伨にऔり組んでいきたい。
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学生として
私は 1��� 年に経Ӧ学部会ܭ学科にೖ学した。当初は公認会࢜ܭを目ࢦしており、当時、国立大学で

会ܭ学科があったのは本学、ਆށ大学、࣎լ大学だけであったとهԱしている。１年次には、後にԸ師
となる大ᤵ俊࠸先生の「฽ه原ཧ」をཤ修した。大ᤵ先生はপ田Յึ先生のʰ฽ه教科書ʱをテΩスト
として࢖༻し、Ҝ子にਂくֻࠊけて൘書もほとんどせずにۭでઆ明されていたため、あまりཧղできな
かった。今の時代であれば、授業アンέートでݫしいධՁを受けてしまうかもしれないが、当時は自分
のཧղෆ଍と考え、授業時ؒ外学修としてʰ฽ه教科書ه�ா࿅शாʱもߪೖし、هா࿅शを行うこと
でԿとか授業についていった。
学部時代、会ܭ学科には若ਿ明先生、٢田জ先生、Տ໺正உ先生、٢઒෢உ先生、ࢁԼ正ؽ先生、ᖛ

本ಓ正先生、ޱߔपೋ先生がいらっしΌったが、̏年次からのゼミは１年次におੈ話になった大ᤵ先生
のゼミにೖり、฽هおよびࡒ務会ܭを学んだ。
４年次に、当時一ڮ大学の大学院生であった大ᤵゼミの先ഐ、ઘ޺೭先生と出会ったことを機に研究

者のಓ΁方޲転׵し、大学院経Ӧ学研究科修࢜՝程に進学した。大学院時代は先ഐ方とも਌ަをਂめ、
学生時代の࠷もָしい２年ؒを過ごすことができた。修࢜՝程の２年次にはઘ先生が着任され、大ᤵ先
生とઘ先生から修࢜論文のࢦಋを受けることができた。一ڮ大学大学院ത࢜՝程にฤೖ学できたのはお
ೋ人にෛうところが大きい。かくして、学部ɾ大学院を௨じて６年ؒの常൫୆生׆をૹった。

教員として
大学院のത࢜՝程୯Ґ修ಘ後、私立大学に勤務していたが、1��� 年からओに経Ӧ学部の夜ؒओコー

スで非常勤を務めた後、2001 年４月に経Ӧ学部ॿ教授として本学に着任した。所ଐの会ܭɾ৘ใ学科は、
学部、修࢜時代にごࢦಋを受けた先生や一ڮ大学大学院出身の先生がほとんどで、すぐに職場になじΉ
ことができた。当初はԠ༻฽ه論と夜ؒओコースの฽ه原ཧを担当していたが、ηϝスター੍がಋೖさ
れた 200� 年からはઘ先生とަ代でனؒओコースと夜ؒओコースの฽ه原ཧᶗɾᶘを担当した。学部改
組により科目໊が変ߋされたࡏݱも、฽ه論ᶗɾᶘは私の学生時代と変わらず、༵ۚ日ୈ̏時限に経Ӧ
学部講ٛ棟２߸ؗ 10� 教室で開講されている。
ಛචす΂きこととして、大ᤵ先生のࣔࢦのԼ、ޱߔ先生が開ൃし、1��� 年の大学４年次にࢼ行を手伝っ

た授業時ؒ外学修༻の教ࡐ、฽ه$"*�（$PNQVUFS�"JEFE�*OTUSVDUJPO）は、2002 年から8FC ϕースの
$"* ΁と࢓様が変ߋされ、科目਺も૿え、ࡏݱもӡ༻されている。この฽ه$"* は教育上の༏れた޻
෉として、開ൃɾӡ༻に関わったઘ先生、ݡڮߴ先生とともに 200� 年に日本฽ه学会の学会৆を受৆
している。
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研究についてはʰԣ඿国立大学社会系部局�ീे年࢙ʱでとりあげたので、ここでは฽ه教育につい
てड़΂る。当初は大ᤵ門Լでࣥචしたʰ฽هテΩストʱを࢖༻し、ワーϓϩで作成したϋンドアウトを
഑෇していたが、1PXFS1PJOU のී及以߱はスライドを印࡮して഑෇し、આ明していた。2011 年度ळ学
学ೖ門講ٛに出੮し、そこで行われܭ外研究先であったΧーディフɾϏδωススクールの会ࡏ、にはظ
ていた書ࣜࠐのワークϒックによる教授法を帰国後、授業にऔりೖれた。そして 2020 年度からのコϩ
φՒによるԕִ授業時代には、スライドにԻ੠をೖれ、オンデマンド授業を行った。ैདྷからの$"*
に加え、授業ࢧԉシステϜ（-FBSOJOH�.BOBHFNFOU�4ZTUFN）によるຖ回の෮शクイζや2�"による
質問΁の回౴を行ったが、授業アンέート結Ռをݟると学生のຬ଍度がߴくなった。2022 年度からは、
Ի੠なしの 1PXFS1PJOU のスライドを࢖ってର໘で同様の授業を行い、೉ղなՕ所については෮श༻に
Ի੠ೖりのࢿྉも഑෇しているがߴ、 いຬ଍度をҡ持している。ただ、「大学は一人で学ぶと書くだろう」
というԸ師の大ᤵ先生のお言༿、学生が自分で考えるྗをᔻཆするというࢹ点からは、教えす͗の感も
൱めない。
ゼミφールではࡒ務会ܭとࡒ務ॾද分ੳを学शɾ研究しているが、大ᤵゼミとҧってϝンバーはそれ

ほど多くはない。卒業生はຽؒا業にब職することが多いが、会ܭのゼミなので公認会࢜ܭ、੫ཧ࢜（科
目合֨）も 20 ໊ほどഐ出している。中にはమಓɾཱྀ行系:PV5VCFS やフリーランスとして׆༂してい
る卒業生もいる。
大学の؅ཧӡӦ業務では、ೖࢼɾ޿ใ委員長、教務ɾް生委員長などの֤छ委員長を務めた後、2017

年度から 201� 年度まで経Ӧ学部長として学部ӡӦにܞわった。ब任前に私も関わった学部改組業務が
終ྃしており、ୀ任後がコϩφՒとなった時代で、ฏԺな時代であった。学部ӡӦにごྗڠいただいた
教職員のօさまに、この場をआりて心よりྱޚਃし上げたい。
かくして 2001 年度から 2024 年度で勤続 24 年をܴえ、学生時代と௨ࢉすると、100 年のうち 30 年を

本学で過ごしたことになる。
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2003 年４月、私は九州大学から転籍する形で本学に着任した。2004 年度に全国の国立大学は独立法
人化することが決まっており、加えて国社においては法科大学院もスタートすることになっていた。そ
のため 2003 年度は、国際経済法学系においても１ヶ月に２回のペースで系委員会が開かれるなど、目
まぐるしく変わって行く様子が感じられた。そのような中、法科大学院の設置認可の過程で忘れられな
いことがある。それは 2003 年 7 月だったと思う。研究室で授業の準備をしていた午後、当時の国際経
済法学系長だった池田龍彦先生から内線に電話がかかってきた。設置審の審査に供する書類について次
の日までの修正が求められており、これから関係している教職員で書類を作り直す作業を行うのでぜひ
手伝ってほしいということだった。その日、大学にいた国際経済法学系の若手は、私と（同じく 2003
年度に着任した）関ふ佐子さんだけだったようで、私たちは夕方から、法学研究棟の一室で、パソコン
での作業を池田龍彦先生や來生新先生らとともに黙々と進めることになった。確かにその日たまたま居
合わせたというだけなのだが、あとでよく考えれば、あの夜ご一緒した先生方は、円谷峻先生と田中利
幸先生以外、法科大学院の専任教員予定者ではなかった。結局作業は、次の日の朝方までかかり、６時
に正門が開く頃にタクシーに乗って帰宅する羽目になった。聞くところによると、私たちが徹夜の作業
を終えて帰宅した後、事務職員の方々は、みなし専任教員や非常勤講師として予定されていた学外の先
生方の事務所や大学に、手分けして押印をもらいに行ったという。当時の伊藤守事務長や仁村俊明総務
係長には大変かわいがってもらったが、法科大学院設置の直前直後の手続きで大変ご苦労されていただ
ろうということを、時を経て、私自身が学内業務の様々な経験をし、改めてありがたく思うところだ。
教育においては、私は法科大学院で兼務教員として１コマ担当しつつ、法科大学院ではない国際関係

法専攻（及び改組後の国際経済法学専攻）の大学院生たちと学び合う、良い環境に恵まれた。着任当初は、
少し年上のお姉さんという感じで遊びにもちょくちょく誘ってくれたが、学問のほうでも大変刺激を受
けた。2000 年代前半はまだ、オンライン上で紀要論文が公開されていなかったにも関わらず、私が大
学院生時代に書いた論文を探し出してきて、「あそこであのような議論をやっているが、こういう考え
方もあるのではないか」など、教員と学生という分をわきまえながらも歯に衣を着せぬ物言いで、授業
もゼミもずいぶん盛り上がったものである。その後も今日まで、大学院という性質上、授業では原則と
してリーディングマテリアルを事前に読み、学生が抽出した論点に基づいて議論を進めることを中心に
行なっているが、新卒の日本人だけではなく、留学生や社会人経験者など多様なバックグラウンドを持っ
た学生のみなさんのおかげで、私にとっても学びの機会となってきた。2017 年に都市科学部が設置さ
れた後、都市科学部でも専門科目を提供しており、大学院生との議論が都市科学部の授業に反映される
場合もあることを考えると、私に限っての話かもしれないが、大学院教育は教員にとっての成長の糧と
も言える。
フィリピンでのフィールドワークについても書いておきたい。もともと、オーストラリアに留学して
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学生、同僚とともに歩んだ日々

大学院国際社会科学研究院

教 授　椛島 洋美
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いたときの༑人とのԑでフィリピンに学生を࿈れて行くことになったのだが、200� 年の開࢝からパン
デミック時代をআき、໿ 20 年ؒ、授業科目として࣮ࢪし、Ԇ΂ 300 ໊ۙくの学生がフィリピンでのྡ
஍ௐ査を経験している。これが࣮ݱできたのは、直઀関わってくださった池田龍彦先生、ߥ໦一࿠先生、
ؘ໺紀ত先生、⁋Ԭ੓உ先生、上田直子先生、খྛ༪明先生、ถ村幸ଠ࿠先生、ࢤլ༟࿕先生のほか、
पりの先生方のཧղと、関係する事務職員のごਚྗのおかげである。໿２िؒにわたるݱ஍での׆ಈ内
༰は、ほとんどを学生が決める。学生たちは自分の関心に基づいて、どこに行って୭に会って、どのよ
うな質問をするかをまとめ、自分で先方にアϙイントϝントをऔり、౉ߤ前に質問ථをૹる。ݱ஍では、
その質問ථに基づいて、੓ࡦを担当している׭྅やا業ɾ/(0の担当者らがઆ明してくれ、それにର
してさらにݱ஍で質問を౤げかけるなどして学び、議論をするのがओな׆ಈである。ウΣϒαイトやط
ଘの研究でわかることは質問しないというルールなので、౉ߤ前にࢿྉを࢖ۦしてೖ೦に準備をするこ
とになる。当初は、大学院生だけで行なっていたフィールドワークは、ࡏݱでは学部生もަえて࣮ࢪし
ている。なお、ࢀ加する学生の中に１人でもӳޠ話者がいるときには、日本にいるときもӳޠで話すこ
とになっている。フィリピンでのフィールドワークは、2007 年に文部科学লの大学院教育改ֵࢧԉϓ
ϩグラϜ（大学院(1）として̏ϱ年のิॿを受けたあと、2010 年以߱は日本学生ࢧԉ機ߏのւ外留学
の঑学ۚをಘてきた。2024ܕ෇څにより、学生たちは（定受ೖڠ）ԉ੍度ࢧ 年度には、日本学生ࢧԉ
機ߏから「事前ɾ事後研修ɹ޷事ྫ」のཝに঺հされることになった。ཱྀ程を作るのは専ら学生の࢓事
とはしているが、アϙイントϝントや日程ௐ੔でうまくいかない場合は、私からݱ஍ڠ定ߍのαントト
マス大学やフィリピン大学ディリマンߍの教員にґཔして電話をかけてもらったりすることになるし、
ಛに๚問先にࣦྱのないようにする഑ྀや౉ߤ中の҆全໘での؅ཧは教員が੹任を持ってやらなければ
ならない。ຖ年、౉ߤ前の２⼟̏ヶ月はଞの授業や学内業務に加えて、フィリピン౉ߤ関係の書類作成
や学生のࢦಋもあってそれなりの大変さはあるが、ຖ年学生たちが成長して行く࢟を目にできることが
Կよりのتびであることは、関係してきた教員にڞ௨する૝いであろう。
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